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デザイン専攻 / テキスタイルデザイン領域

HARNIK, Yael Esther	

Expressing Change by Using Resist Dyeing Techniques

淵瀬
Unfolding
絹、酸性染料 / 糊防染、型染め
Silk, acid dyes / rice paste resist, katazome Japanese traditional dyeing
220 × 310 cm / 80 × 112 × 3 cm / 112 × 140 × 6 cm

型染めを用いた「変化」の表現
　研究テーマは防染技法を用い「変化」を表現することで
ある。修士一年目では型染技法を習得し、実験を重ねなが
ら様々な方法で水を表現することに焦点を当てた。動き、
奥行き、グラデーションに着目し、水面に映り込む色や水と
いった要素を、感情のように常に変化させることを考慮しな
がら制作に取り組んだ。感情もまた、水と同様に穏やかさ
と激しさの間を様々に揺れ動く。
　修士二年目もテキスタイルによる「変化」の表現の研究
を継続した。一年目に制作した様々な瞬間の滝を捉えたテ
キスタイルを畳むことによるパターンへの影響を見ていっ
た。そこから布の自然な動きを用いてどのように水の動きや
変化そのものを表現できるかを模索した。
　布上に染めだされた布のパターンと染められていない部
分により動きと変化を生み出し、余白を強調した。余白は
時空間に対する思考を促していると同時に正反対の効果を
用いた実験を行った。ランダムにまるめられた布を染めだ
すことによって、二次元のパターンが三次元になる。テキス
タイルの上に、テキスタイルを染めだすプロセスにはいくつ
か興味深い点がある。それは様々な解釈を可能にするだけ
でなく、その裏にあるプロセスを示唆することができる点だ。
観る者は作品を鑑賞しながら制作過程を見て取ることができ
ると同時に、作品の奥行きを感じることができる。
　布の上にたわんだ布を表現することにより、単なる布とい
う以上の多くの要素が現れた。布を折ることは形式の遊び
だけでなく、時空間の変化に対応するように次元を変容さ
せることでもあるのだ。
　型染めを他の技術と複雑に掛け合わせることで、布の概
念的な様態を、具体的かつ身体的なものとして体験すること
ができる。布地の明るい部分をあらわにし、暗い影に色を
つけていくようなこのプロセスは、西洋での実践の方向性と
は真逆である。この反転は、世界の捉え方、つまり、時間、
空間、そして自己の捉え方に対する複数の異なる視点を照ら
し出すのである。

　My research theme expresses change by using resist 

dyeing techniques. In the first year of my Master studies, 

I focused on understanding and experimenting with the 

katazome technique and the various ways I could use this 

technique to express “Water” . Thinking of movement, 

depth and gradation, the colors' reflection  on the water, 

caused it to constantly change and move like emotions. 

Our emotions, like water, can be tranquil and tempestuous 

and all range of colors of emotions between them. 

　I looked at and then used the  textile I created in 

my first year that captured the waterfall in its various 

moments in time, focusing on the use of the textile itself 

to create the image that captures the concept of change. 

I searched the connections between patterns and folds 

and what happens to the pattern when the textile itself 

is folded. Using the changes and movements of both the 

pattern and the fabric in the use of the un-dyed area, the 

exposed ground marking emptiness becomes a ground 

for absence, a place to research and capture thoughts 

about time and space. Creating textiles that are based on 

textiles themselves have very interesting aspects to them, 

concepts of double meaning and underlying feeling. It 

allows one to both see the work itself and the ways it was 

made, adding a different new dimension to the work. 

　The folds transfer the imprinted pattern from 2D to 3D, 

and back to 2D.  Hence, one can find the transformation of 

dimensions corresponding not only to the play of forms, 

but to changes in temporalities and spatial modes, making 

the Katazome technique more compley. The process itself 

works counter to Western practices as it uncovers the light 

areas of the ground, and colors the dark shadows. This 

reversal illuminates the different ways of thinking about 

the world, about time and space.
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他者と自己の境界と染色表現
The possibility of words in communication among young people and expression in dyeing

現代のコミュニケーションにおける言葉の力と表現

grid
絹、酸性染料 / 糊防染
Silk, acid dye, rice paste resist / Japanese traditional dyeing
280 × 112 cm / 5点

はじめに
　私は現代でのコミュニケーションにおける言葉の使い方に
違和感を常々感じている。
私にとってとても悲しいことがあったとき、それがどれほど
悲しいのか言葉で伝えても、相手が同じ体験をしない限りそ
れが本当に伝わることはない。喜びも同様、同じ体験をし
ない限り伝わるのは言葉としての情報だけだ。人それぞれ
持つ感情は体験や経験によって異なるのに、私たちは自然
と感情を言葉に当てはめてしまうのはなぜだろうか。また、
現代では SNS の普及で簡単にコミュニケーションをとること
ができ、それに伴い言葉はより簡単な言葉に省略され使わ
れるようになった。最小限の言葉のやりとりで、コミュニケー
ションをとる人も多くなった。
　修了制作では現代の若年層のコミュニケーションにおけ
る感情と言葉の関係を、現代詩や日本語ラップなどのカル
チャーからリサーチし、自己と他者との境界をテーマに制作
した。また、表現の要素であるグリッドと「描き過ぎないこと」
について深く考え作品に反映した。

グリッドについて
　直接会って言葉を交わしたり表情や仕草を見て相手の考
えや気持ちを察するコミュニケーションでは、コミュニケー
ションをとる人の身体や声が自身の考えや感情を伝えるメ
ディアとなっている。SNS やメールなどのコミュニケーション
では、文字が自分の考えや感情を伝えるメディアとなってい
る。どんなコミュニケーションでも、自己の内側と他者の存
在する外側との間には世界を分ける境界がある。それが身
体であれば読み取る要素が表情や仕草、声色など多くある
が、文字でのコミュニケーションの場合、文字または絵文字
からしか読み取ることができない。さらに、表情や仕草など
無意識のうちに感情を外側へと露わにしてしまうようなこと
がなく、幼い頃から使ってきた言葉に当てはめそれを文字に
して簡潔に伝える。そこには、微妙な感情の動きを見ること
が難しい。つまり、文字でのコミュニケーションの方がより
大きな壁を人と人との間に作っているのだ。
　文字という、すでに作り上げられたシステムに感情を当て

はめたとき、そのシステムによって感情が無機質になってし
まうように思う。もちろん詩人や作家など文字や言葉を素材
に表現をする人にとってはそう無機質になることもないのか
もしれないが、ほとんどの場合は無機質に見えがちである。
そこで、その無機質さをグリッドで表現し、文字を暗示させ
る要素になるのではないかと考えた。
　グリッドと調べると「格子」と出てくる。格子を調べて見
ると『格子 (こうし) は周期的に並んだ区切り、仕切りのこと。
格子戸、鉄格子などとして一般的にも使われる。』となって
いる。また、ロザリンド・クラウスの「オリジナリティと反
復」には以下のような記述がある。『戦前のキュビズムの絵
画において姿を現わし、後によりいっそう厳格、明白となる
グリッドは、とりわけ、近代芸術が持つ沈黙への意思と、文
学や物語や言説に対する敵意を告知している。』。言語の芸
術において、言葉や文字には意味が含まれ主張がはっきり
していたり、より具体的な意味を持つ。一方で視覚の芸術
は、それをグリッドにすることで余計な意味や具体性を排除
することで沈黙の意思を現している。しかしながら私のグリッ
ドの解釈では、文学や物語や言説に対する敵意というより
は、想像力を掻き立てるための文字の排除や簡略化である。
またグリッドの持つ意味の中に鉄格子があるように、檻のイ
メージも含まれる。グリッドは無機質な言語のシステムを表
現し文字を暗示させるだけでなく、鉄格子のように自己の内
側、または閉じ込められ抑圧された感情と、他者との間を
隔てる境界でもあるのだ。

見えないことへの関心
　ゲルハルト・リヒターの「stripe」というシリーズがある。
カラフルな色でただひたすらキャンバスにストライプを描い
ている作品だ。どこからどう見てもストライプであるが、そ
のストライプがなんの意味を持つのかということに鑑賞者の
関心がいく。もしも静物画のような具体的なものが描かれて
いたら、ただそこに描かれているものを物として捉えその写
実さに感心したりその静物画にどんな物語があるのか想い
を馳せる人もいるかもしれない。しかし、絵画に関心のな
い人にとっては、描かれた具象的なものをただそのまま名

詞や単語にして自分の中で処理することが多いのではない
だろうか。例えば、りんごの乗った机が描かれていたら、「り
んご」と「机」「乗っている」という情報だけを受け取るか
もしれない。そこで具象的なものの映る写真から色だけを
抽出し、それをストライプにすることで鑑賞者はそのストラ
イプの色からのイメージで何が描かれているのか、何を表
現しているのかを考えようとする。つまり見えないものほど
見ようとする、分からないものほど分かろうとする心理が人
にはあるのだ。
　コミュニケーションや感情という目に見えにくいものを染
色で表現するには、文字を使ったり何か具体的なモチーフ
を集めて描くよりも分からないものを染めた方が多くの人が
考えてくれるのではないかと考えた。またコミュニケーショ
ンや感情というテーマは文字にすると特に若い人たちには

「ポエマーみたい」と嘲笑するような目で見られてコミュニ
ケーションや感情について考えるきっかけにならない可能性
もあり、具象的な絵を染めてもただ「かわいい」「きれい」
というような簡単な言葉で形容されるだけで終わってしまう
ような気がした。文字を使ったコミュニケーションの危険性
や、または文字の可能性について考えてもらうきっかけを作
るには、単純な感想だけで終われない表現を提示しなけれ
ばならないと感じた。

作品について
　文字のコミュニケーションでは伝わりにくい、抑圧された
感情をテーマに制作した。また幅600cm 高さ250cmという
ようにかなり大きくすることで、鑑賞者が作品に飲み込まれ
るような大きさにした。迫力もでて、より世界の境界を体感
できるようにし、当たり前になっている文字でのコミュニケー
ションを見直すきっかけになってほしいと考えた。グリッド
の向こうに散らばる四角形は、伝えられなかった言葉が境界
を超えられず自己の中で浮遊しているイメージを表現してい
る。糊防染で生地の白さを生かしグリッドを描く。グリッド
の向こう側では、生地に染料が深く染み込み、自己の内側
の世界を描いた。
　作品を通して、普段楽な方へと流れてしまいがちなコミュ
ニケーションを見直してよりコミュニケーションが楽しいと思
える機会が増えることを期待したい。　
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